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  フィルタリングサービスを利用しない旨の申出書 

 

いしかわ子ども総合条例第 34 条の２第２項の規定により、フィルタリングサービ

スを利用しない旨を申し出ます。 

 

 

（理 由） 

 

□ １．携帯電話インターネット接続役務の提供を受ける青少年が就労して

いる場合において、フィルタリングサービスを利用することにより、

当該青少年の業務に著しい支障を生ずること 

【いしかわ子ども総合条例施行規則第１条の２第１項第１号】 

□ ２．携帯電話インターネット接続役務の提供を受ける青少年が障害を有

し、又は疾病にかかっている場合において、フィルタリングサービス

を利用することにより、当該青少年の日常生活に著しい支障を生ずる

こと 

【いしかわ子ども総合条例施行規則第１条の２第１項第２号】 

□ ３．携帯電話インターネット接続役務を受ける青少年がインターネット

の利用による有害情報を閲覧し、又は視聴することがないよう、当該

青少年の保護者が青少年の携帯電話インターネット接続役務の利用

の状況を適切に把握していること 

【いしかわ子ども総合条例施行規則第１条の２第１項第３号】 

 

（注）各理由の具体的な内容は裏面を参照のうえ、該当する理由にチェック☑を 

付けてください。 

 

備考 申出者本人が署名する場合は、押印を省略することができます。 



やむを得ない理由の具体的な内容について 

 

１．携帯電話インターネット接続役務の提供を受ける青少年が就労して

いる場合において、フィルタリングサービスを利用することにより、

当該青少年の業務に著しい支障を生ずること 
（具体例） 

営業等で相手先企業の情報が必要な場合 
   就労しているが、仕事と関係のない趣味等でインターネットのサ

イトを閲覧する場合などは該当しません。 
 
２．携帯電話インターネット接続役務の提供を受ける青少年が障害を有

し、又は疾病にかかっている場合において、フィルタリングサービス

を利用することにより、当該青少年の日常生活に著しい支障を生ずる

こと 
（具体例） 

障害者専用の情報交換サイトであるソーシャルネットワークサー

ビス等で情報を交換している場合 
 
３．携帯電話インターネット接続役務を受ける青少年がインターネット

の利用による有害情報を閲覧し、又は視聴することがないよう、当該

青少年の保護者が青少年の携帯電話インターネット接続役務の利用の

状況を適切に把握していること 
（具体例） 

子どもと保護者の話し合いで携帯電話事業者のインターネット履

歴検索サービスを利用することなどにより、保護者がインターネット

の履歴をいつでも確認することを約束した場合  
 
※ ここに掲載したケースはあくまで例です。フィルタリングサービス

を利用しない場合には、お子さんとよく話し合うとともに、フィル

タリングサービスの目的や内容を十分ご理解いただき、慎重に判断

してください。 
 
（問合先）石川県健康福祉部少子化対策監室 
     電 話 ０７６－２２５－１４２２ 
     ＦＡＸ ０７６－２２５－１４２３ 

（裏） 


